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県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
い
発
掘
調
査
を
行

っ
た
桜
井
町
の 
彼  
岸  
田 
遺
跡
で
、
日
本
最
古
級

ひ 
が
ん 
で
ん

の 
横  
櫛 
が
出
土
し
ま
し
た
。

よ
こ 
ぐ
し

　

平
成　

年
度
の
調
査
で
出
土
し
た
木
製
品
を

１１

保
存
処
理
し
た
う
ち
の
１
点
で
、
縦　
�
、
横

5.5

　
�
、
歯
の
数
は　

本
で
す
。
櫛
の
形
態
は
歯

7.7

19

と
歯
の
間
隔
が
広
い
こ
と
な
ど
、
古
い
形
態
の

特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。
鑑
定
の
結
果
、
現
在

の
と
こ
ろ
日
本
最
古（
古
墳
時
代
前
期
末
〜
中

期
）の
横
櫛
と
さ
れ
る
大
阪
府
八
尾
市 
小  
阪  
合 

こ 
さ
か 
あ
い

遺
跡
出
土
の
も
の
と
類
似
し
、
ほ
ぼ
同
時
期
の

国
内
最
古
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
横
櫛
は
渡
来
系
の
技
術（
朝
鮮
半
島
を

経
由
し
て
渡
っ
て
き
た
技
術
）の
系
譜
上
に
あ

る
も
の
で
、
材
質
は
イ
ス
ノ
キ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
横
櫛
は
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
一

般
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 
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〉４
４
９
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彼
岸
田
遺
跡
は
、

弥
生
時
代
前
期
か
ら

戦
国
時
代
ま
で
続
く

集
落
遺
跡
で
あ
る
古

井
遺
跡
群
の
一
角
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

古
井
遺
跡
群
で
は
、
今
ま
で
の
調
査
で
膨
大
な

量
の
土
器
や
木
製
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
特
に

弥
生
時
代
後
期
に
は
他
地
域
の
土
器
が
多
量
に
出

土（
①
）し
、
地
域
間
交
流
の
拠
点
と
さ
れ
て
お
り
、

ほ
か
に
も
日
本
最
古
級
の
墨
書
の
あ
る
土
器
が
出

土（
②
）す
る
な
ど
、
質
・
量
と
も
に
西
三
河
で
は

傑
出
し
た
集
落
遺
跡
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
井
古
墳
群
造
営
の
母
胎
と
な
る
集
落

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
二
子
古
墳

（
③
）は
、
古
墳
時
代
初
期
の
東
海
地
方
の
古
墳
の

特
徴
で
あ
る
前
方
後
方
墳
で
あ
り
、　

ｍ
の
墳
丘

６９

規
模
は
、
こ
の
時
期
の
前
方
後
方
墳
と
し
て
は
最

大
級
の
も
の
で
す
。

①　

畿
内
系
土
器
は
東
日
本
最

多
、
北
陸
系
土
器
は
東
日
本
第

２
位
の
出
土
数
を
数
え
る
。

②　
 
野  
辺 
遺
跡
で
出
土
し
た
墨

の 

べ

書
の
あ
る
弥
生
土
器（
左
写
真
）

③　

二
子
古
墳（
下
の
写
真
）


